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1 はじめに 

1-1 研究の背景・目的 

現代社会は、あらゆるものが変化し、不確実性、複雑性、曖昧さが増す「ＶＵＣＡi」と言われる時代

に置かれている。急速に進む技術革新や突如発生するパンデミック等、予見困難な事象が多数存在し、

このような時代に明確な未来を見通すことは極めて難しい。1 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）はそんな時代の中に生まれた大きな課題の一つである。しか

しながら、まるで脱呪術化iiから再呪術化された世界のように全く異なる意見がインターネット、メデ

ィアにまで流れ、何が真実か判別しにくい状況になっている。このような課題に対して、行政として求

められるのは、人々に対して、「方向性」という「希望」を示すことにある。 

そのため、本研究の目的はファクトから「方向性」を示し、それに基づいた名古屋市の在り方を再構

築することにある。また、その「方向性」のマクロな視点をもとに、名古屋市に限らず、各業種の再構

築に活用していただき、次世代に残すべき社会を築いてほしいと切に願う。 

 

1-2 研究の進め方 

図のようなストーリーラインの流れになる。第 2章では新型コロナウイルス感染症の課題の性質を解

析する。第 3 章に向けて、「なぜその方向へ向かう必要があるのか」を重点的に人類と感染症の歴史か

ら紐解いていく。 

第 3章では新型コロナウイルス感染症の課題に対応した方向性を示す。 

第 4章からは、コロナ前に評価されてきた、まちづくりを考察して、再構築した際にバリューが高そ

うなカテゴリーを選定する。さらに、目指すべき姿から現状と逆算して、ギャップを埋めるためにやる

べきことを考察する。 

 

  

 

 

 

 

図 1 ストーリーラインの絵コンテ 筆者作成 

 
i Volatility（変動性・不安定さ）、Uncertainty（不確実性・不確定さ）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性・不明確さ）とい

う４つのワードの頭文字からなる造語 

ii M.ウェーバーによって概念化された、世界像の合理化のひとつのプロセス。 
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2 新型コロナウイルス感染症の課題を捉える 

2-1 課題解決のパターン 

新型コロナウイルス感染症に対しての価値観の違いが問題になっている。その要因に新型コロナウイ

ルス感染症の課題に対して、解決の考え方にずれが生じていることが挙げられる。 

なぜなら、課題の解決のパターンとしては以下の図のように大きく 2パターンに分かれるため、新型

コロナウイルス感染症の課題はどちらに属するのか正しく捉えることが重要になってくる。 

図 2 の左側のギャップフィル型であれば元に戻るために現状とのギャップを埋めることが課題とな

る。一方で図 2の右側のビジョン設定型であれば「目指すべき姿」から見極める必要があるため、全く

違ったアプローチが必要になるからだ。 

 

 

図 2 課題解決の２つの型2 

 

2-2 人間と地球 

この課題を見極める方法として、ビッグヒストリーiii的な視点で、人類と感染症の歴史から振り返る

ことにより、課題の本質を見極める。 

 

（1）人類と感染症の歴史 

人類は過去にペスト、結核、天然痘、エイズといった新型コロナウイルス感染症よりも桁違いに危険

な病気と戦ってきた。天然痘にかかると 3～4 割、結核は発症すると 1 割以上が死亡するといわれてい

る。日本でも 70年ほど前の昭和 25年まで、死因の一位は結核だった。14世紀にはペストが蔓延してヨ

ーロッパ全体で人口の 6 割が亡くなっている。アフリカでは未だに死因の 1 位はエイズであり、既に

3,300万人も亡くなっている。このような、人類と感染症の歴史を次頁の表にまとめた。 

 

 

 
iii 宇宙の起源まで振り返ることによって、宇宙における人間の立ち位置を考察し、現代の地球規模の問題に取り組む学問・運動のこと

である。宇宙物理学、地質学、生物学、人類学、歴史学、文学など、あらゆる学問を統合した歴史学であり、ビッグヒストリーの中心的

課題は、「過去の再構築」にある。 
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表 1 人類と感染症の歴史3 参考文献から筆者作成 

 

表より昔から多数の感染症と戦ってきたことがわかる。

さらに、表を元にして、図 3 から近年では新たな感染症発

生の間隔が短くなっていることもわかる。「これは近年、交

通手段の発達により膨大な数の人間や動物の移動が起きて

おり、土地開発に伴って自然環境が著しく変化するなど、人

間社会の変化と人間の行動の多様化が進んでおり、このこ

とが動物由来感染症が問題になる背景ともなっている。」4      

つまり、今後も繰り返しパンデミックは起こり、新たな感

染症の間隔も人と自然の距離が縮まっている要因から早ま

っている。 

時　期 症　名 媒介 感染経路

6世紀

14世紀

19世紀

ペスト（黒死病） 細菌「ペスト菌」 ノミを介しての感染、感染者からの飛沫感染

8世紀

～1979年
天然痘 オルソポックス属のウイルス 飛沫感染

1881年 コレラ 細菌「コレラ菌」 汚染された飲料水

1882年 結核 細菌「結核菌」 空気感染

1918年 スペイン風邪 インフルエンザウイルス 飛沫感染、接触感染

1957年 アジア風邪 インフルエンザウイルス（A2型） 飛沫感染、接触感染

1959年 HIV ヒト免疫不全ウイルス（HIV） サルが感染源、性行為、血液感染、母子感染

1968年 香港風邪 インフルエンザウイルス 飛沫感染、接触感染

1976年　 エボラ出血熱 エボラウイルス 感染者の血液、体液、排泄物、唾液

1977年　 レジオネラ症 細菌「レジオネラ属菌」

1988年 E型肝炎 E型肝炎ウイルス（HEV）
途上国では主に水系感染、我が国では汚染され

た食品や動物の臓器や肉の生食による経口感染

1989年 C型肝炎 C型肝炎ウイルス（HCV） 血液感染

1994年 ブラジル出血熱 アレナウイルス科アレナウイルス属 ネズミが感染源

1997年 鳥インフルエンザ（H5N1）のヒト感染 インフルエンザウイルス 鳥類が感染源

1998年 ニパウイルス感染症 ニパウイルス コウモリから馬へ感染、馬の尿から人への感染源説

2003年 重症急性呼吸器症候群（SARS） コロナウイルス
動物媒介説（ハクビシン、タヌキ、ネズミ他）

食品媒介説、糞口感染説

2009年 新型インフルエンザ インフルエンザウイルス

2011年 重症熱性血小板減少症候群（SFTS） ブニヤウイルス科フレボウイルス属 ダニが感染源

2012年 中東呼吸器症候群（MERS） コロナウイルス ラクダ感染源説

2013年 鳥インフルエンザのヒト感染 インフルエンザウイルス 鳥類が感染源

2014年 エボラ出血熱 エボラウイルス
コウモリや霊長類の感染源説

感染者の血液、体液、排泄物、唾液

2015年 ジカウイルス感染症 ジカウイルス 蚊が感染源

2019年 新型コロナウイルス コロナウイルス コウモリ感染源説
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図 3 新たな感染症の間隔 
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（2）感染症と災害と日本の歴史 

表 2から感染症と合わせて地震、噴火、台風などの災害も関連して、歴史が動いていることもわか

る。 

表 2 感染症と災害と日本の歴史5 参考文献から筆者作成 

 

時　期 パンデミック ディザスター 歴　史

奈良時代初期
・天然痘（735年～737年）

　総人口の3割前後が死亡

・畿内七道を揺るがす地震（734年5月18日）

・養老断層が活動した天平地震（745年6月5日）

・長屋王の変（729年）

・地震や疫病、飢饉に苦しんだ聖武天皇が仏教を帰依し、国分寺や国分尼寺を各地に作らせた。さらに、

総本山として、東大寺と法華寺を建て、743年に大仏建立の詔を出した。これが天平文化につながる。

・疫病で農業生産が滞ったため、農業振興のため墾田永年私財法を制定。

貞観時代

（平安時代初期）
・疫病（863年）

・福岡県直方に隕石が落下（861年5月24日）

・越中・越後で地震（863年7月10日）

・貞観噴火、富士山が大噴火（864年7月2日）

・山崎断層が活動した播磨国地震（868年8月3日）

・東日本大震災と似た貞観地震（869年7月13日）

・鳥海山が噴火（871年）、開聞岳が噴火（874年）

・相模・武蔵の地震（878年11月1日）

・出雲の地震（880年11月23日）

・京都の地震（887年8月2日）、仁和地震（8月26日）

・応天門の変（866年）が起きて伴氏が滅亡し、藤原北家の藤原良房が摂政に就き摂関政治が始まる。

・遣唐使を廃止（894年）日本独自の国風文化が芽生える。

平安時代末期～

鎌倉時代初期
・疫病（1180年）

・安元の大火（1177年6月3日）

・治承の辻風と呼ばれる竜巻（1180年6月1日）

・養和の大飢饉（1181年）

・文治地震（1185年8月13日）

・保元の乱（1156年）が起き、源義朝と平清盛の力を借りた天皇方が勝利した。

・平治の乱（1159年）で清盛が義朝を破り、太政大臣になる。清盛は、日宋貿易で財を成し権勢を奮った

が、後白河法皇との確執の中、治承・寿永の乱で、源氏に敗れる。

・東国武士によって武家文化が育まれていった。

戦国時代

・明応鎌倉地震（1495年9月12日）

・日向灘で地震（1498年7月9日）

・南海トラフ沿いで明応地震（1498年9月20日）

・越後南西部の地震（1502年）

・摂津・河内の地震（1510年）

・紀伊半島や京都で永正地震（1520年）

・美濃で大水（1535年）

・大雨・洪水や疫病流行などが起きて天文の飢饉（1540年）

・洪水（1544年、1557年）

・天正地震（1586年1月18日）

・四国の中央構造線で慶長伊予地震（1596年9月1日）

・別府周辺の別府－万年山断層で慶長豊後地震（1596年9月4日）

・近畿の有馬－高槻断層帯で慶長伏見地震（1596年9月5日）

・浅間山噴火（1596年5月、8月）

・室町時代後半は戦乱の時代だった。1467年から続いた応仁の乱が終結した後、1485年山城の国一揆、

1488年加賀の一向一揆、1493年明応の政変を経て、戦国時代に突入する。

・今川義元と織田信長との桶狭間の戦い（1560年）を迎える。

・1590年には、小田原征伐により天下統一を果たし、家康を甲府から江戸に転封する。

・慶長の役が始まる。そして、翌年、秀吉が落命し、関ケ原の戦いを経て江戸時代に続く。

江戸時代
・コレラ

江戸だけで死者10万人

・明暦の大火（1657年）

・延宝八戸沖地震（1677年4月13日）

・延宝房総沖地震（1677年11月4日）

・宮城県沖で地震（1678年10月2日）

・元禄関東地震（1703年）

・羽後・陸奥で地震（1704年）

・南海トラフ地震・宝永地震（1707年10月28日）

・富士山が噴火（1707年12月）。

・長野で善光寺地震（1847年）

・小田原地震（1853年）

・三重県で伊賀上野地震（1854年7月9日）

・東海地震（12月23日）、南海地震（12月24日）、豊予海峡地震

（12月26日）

・飛騨地震（1855年3月18日）、陸前地震（9月13日）、江戸地震

（11月11日）

・八戸沖の安政江戸地震（1856年8月23日）、安政台風（9月23日）

・芸予地震（1857年10月12日）

・飛越地震（1858年4月9日）

・江戸城下の整備や、参勤交代制、キリスト教の禁教、鎖国。

・徳川綱吉の時代となり、元禄文化が花開く。

・度重なる地震と噴火により、江戸以西の各地は甚大な被害を受け、幕府や各藩は財政的にも困難を極め

た。治世も乱れ、元禄文化も潰えていくことになった。そして、これらの災害の後、新井白石による正徳

の治や、徳川吉宗による享保の改革が行われた。

・1844年オランダの幕府への開国勧告、1853年ペリーやプチャーチンの来航と諸外国の開国圧力。

・日米和親条約を締結（1854年3月31日）

・1858年に締結した日米修好通商条約や将軍継嗣問題で、井伊直弼と尊王攘夷派との対立が深まった。そ

の中、1858年に井伊直弼が大老に就任し、安政大獄事件が起きた。直弼は60年3月24日に起きた桜田門外

の変で暗殺され、その後、大政奉還へと向かった。

大正時代

・スペイン風邪

世界で流行し、日本でも死

者40万人弱

・関東地震（1923年9月1日）

・北但馬地震（1925年5月23日）、北丹後地震（1927年3月7日）、

北伊豆地震（1930年11月26日）、昭和三陸地震（1933年3月3日）

・東南海地震（12月7日）

・ 三河地震（1945年1月13日未明）

・枕崎台風（1945年9月17日）

・12月21日に南海地震（1946年12月21日）

・浅間山が爆発（1947年8月14日）

・カスリーン台風（9月15日）

・福井地震（1948年6月28日）

・第一次世界大戦（1914年7月28日～1918年11月11日）

・1927年に昭和金融恐慌、1929年世界恐慌、1930年昭和恐慌、ロンドン海軍軍縮会議、1931年満州事

変、1932年5・15事件、1933年国際連盟脱退、1936年2・26事件と続き、1937年日中戦争に突入、1941年

12月8日の真珠湾攻撃を皮切りに太平洋戦争を開戦する。

・第二次世界大戦（1939年～1945年）

・朝鮮戦争（1950年6月25日）
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気候変動による干ばつや風水害で凶作が起き、飢饉が発生し、人々の健康状態が悪化して疾病が拡大

する。社会の混乱は兵乱を引き起こし、そこに地震や火山噴火が重なると、歴史の転換期となる。災禍

が重なり歴史が動いていることがわかる。アジアモンスーン地帯のプレート境界上に位置する日本では、

諸外国に比べて自然災害が多く、災禍と歴史とに密接な関係があるように見える。5 

 

（3）温暖化と感染症 

環境省では地球温暖化に対して、このまま有効な対策を執らずに 2100 年まで進行すると、2000 年頃

からの平均気温が最大 4.8℃上昇し、その状況の台風は風速 90m/s 台になっていると予想されており、

風速 90m/s台の台風では多くの家が倒壊する。 

また、最新の気象状況等を踏まえ、産業革命以前からの気温上昇を 1.5℃に抑えたとしても、台風は

風速 70m/s台になっていると予想されており、風速 70m/s 台の台風のトラックが横転するほどの威力と

されている。6 

北極における氷はいずれ全部なくなるであろうとされており、いつなくなるかが問題となっている。

2007 年に発表された気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の第 4 次報告書では、検討された「全て

のシナリオにおいて、北極と南極双方の海氷が縮小する」と予測されている。その中には、「北極の晩夏

の海氷は、21 世紀後半までにほとんど消失する」7 との予測もある。このことから今後の地球温暖化に

より、様々な病原体（細菌やウイルス）が氷の中から出てくる可能性もある。 

 

2-3 小括 

感染症は昔から発生している問題だったが、我々の問題意識は薄れてしまっていた。理由としては結

核が蔓延していた日本の状況は戦後復興期であり、収束後は高度経済成長期の陰に隠れてしまった。本

来であれば SARS、MERS の発生タイミングで考えるべき問題であったが、日本に直接的な被害がなかっ

たため、問題を直視できなかったことも挙げられる。一方で SARS、MERSを受けて新たな感染症に備えて

きた国として、特にニュージーランド、台湾、中国は現状においては抑え込みに成功している。また、

抑え込みにはデジタルの活用も大きく起因している。 

また、今後は地球温暖化により、災害被害の拡大、氷の中の新たな病原体が出現する未来もみえる。

日本の歴史的にみて、百年に一度くらいの間隔でパンデミックに加えて、災害も集中して発生しており、

その中で時代の変化を起こしている。したがって、東日本大震災などの震災、新型コロナウイルス感染

症、頻発する風水害など、今がまさに歴史的な変革の時期であるといえる。 

種類は違えど感染症の対策は昔から共通している。つまり、課題解決的には元に戻るという選択では

なく、繰り返し発生するパンデミックを想定した「目指すべき姿」から再構築していく必要がある。 

 

3 課題に対応した方向性について 

3-1 マクロ視点でみた感染症対策による目指すべき姿は「開疎化」8（以下すべて参考文献から引用） 

1.密閉（closed） ⇒ 開放（open） 

2.高密度（dense）で人が集まって活動 ⇒ 疎（sparse）に活動 

3.接触（contact） ⇒ 非接触（non-contact） 

4.モノ以上にヒトが物理的に動く社会 ⇒ ヒトはあまり動かないがモノは物理的に動く社会 

この流れを、開放×疎で「開疎化（Open ＆ Sparse）」と呼ぶ。①～③を図解すると、図４の通りにな

る。 
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図 4 マクロでみた開疎化           図 5 都市化と開疎化  

 

図 5のマトリックスの左下がいわば「都市」であり、人間がこれまで作り上げてきた最も効率がよく、

楽しく快適だった空間でありソリューションだ。これまでひたすら人類はここに向かってきた。 

また、カテゴリーごとに具体例を当てはめると図 6のようになる。具体例のように開疎化への基準

を持って、各課題を再構築していく必要がある。 

 

図 6 マクロでみた開疎化の具体例 

 

3-2 平時と有事 

 平時と有事で施策は分けて考える必要がある。本研究は図 7のフェーズでいうと再構築に該当す

る。しかしながら、止血の施策しか行われていないのが現状である。例えば給付金や時間短縮、緊急

事態宣言は有事の対応だ。感染者数という数字だけしか見ておらず、感染者数が増えれば時間短縮を

要請し、止血を繰り返している状況になっている。止血をし続けていては傷口もいつかは壊死してし

まう。 

 
図 7 ５つの課題領域と３フェーズ 8 
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3-3 デジタルトランスフォーメーション（DX）とカスタマーエクスペリエンス（CX） 

（1）なぜデジタルトランスフォーメーションが必要性なのか 

「開疎化」に併せてデジタルトランスフォーメーションiv（以下「DX」という）も含めて再構築する必

要がある。なぜなら、新型コロナウイルス感染症の拡大で日本のデジタルの遅れを人々が認識したこと、

全世界が DX という新しい変革の中にあるという、二点が挙げられる。そんな変革の時代において、今

後の意思決定にはファクトが必要であり、データがなければ机上の空論の扱いになる。データなくして

施策を遂行することは、各々の経験に基づくバイアスがかかってしまい、必ずしも成果に繋がるとは限

らないからだ。また、成果を測定したり、費用対効果を検証することもできない。財源や時間は有限で

あり、最適な意思決定をするためにも DXは必要不可欠な要素といえる。 

 

（2）DX で重視する点 

デジタル化はあくまでも手段であり、アナログのデジタル化という点だけに囚われると失敗する。デ

ジタルという選択肢の中で、国の新しいあり方を考えるべき。その中で最も重要なコンセプトの 1つが、

最大多数の最大幸福（The Greatest Happiness of The Greatest Number）から、最大「多様」の最大幸

福（The Greatest happiness of The Greatest “Diversity”）への転換だ。今までは、効率性の観点か

ら個別化を行うことは困難であったが、データと AI の活用により個別化と包摂を目指すことができる

様になった。今が、新しい国のあり方を問い直す重要な時期である。9 つまり、DXの本質はカスタマー

エクスペリエンスv（以下「CX」という）を捉え、個別化と包摂を可能にすることにある。 

 

例えば、次の図は日本企業の顧客体験価値のランキングを示

したものだ。「一般的な顧客満足度調査などと異なるのは、企

業視点でなく顧客視点で調査していること。注目すべきは 2位

のくら寿司で昨年の圏外よりランクイン。With コロナ時代の

ニーズをいち早く捉え、持ち帰りや宅配、店舗での感染防止対

策を徹底したことが躍進の理由となっている。送料無料や配送

の早さなど、テレワーク関連のニーズに応えたヨドバシカメラ

も昨年の圏外から 4位に、コロナ禍への対応策を素早く打ち出

した星野リゾートも圏外から 16位に入るなど、Withコロナ時

代に適した顧客体験の提供が躍進につながっている。」10 この

ことから、CXの中でも感染症対策の要素が大きく、開疎化と親

和性が高いといえる。 

 

 

図 8 顧客体験価値（CX）ランキング10  

 

 

 
 

iv 「ITの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」という概念。 
v 日本語では体験価値、顧客体験という。商業においては組織と顧客が接点を持つ期間中の一連の交流の結果、顧客が得る認識のこ

と。 

＊米 C Space が欧米で実施してきた CX 調査を日本で行って数値化した順位。 

＊2020 年 8 月に実施。全国 18 歳以上の一般個人男女 3626 人が対象。 
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4 まちづくりの再構築 

4-1 課題の選定 

 そもそも、評価される街はどういった要素があったのであろうか。本来であれば全体を再考すべき課

題であるが、私一人ではとても及ばないため、バリューが高そうなところから再構築する。 

 

図 9 現在の住まいを住み続ける理由の順位11 

 

図 9 は名古屋市在住の 2000 人を対象にした「現在の住まいを選んだ理由あるいは住み続けている理

由を 5位までお答えください。」という内容のアンケートを集計した順位を現したものである。 

 この中で 3、4、5位に属する「公共交通機関の利便性」に着目する。新型コロナウイルス感染症で公

共交通機関の利用率は減少傾向にあり、代わりに自動車や自転車の利用が増加している。さらに、自動

車という要素を考えた時に名古屋の強みとして、政令指定都市の中でも道路が広いということもあり、

将来の自動運転などの相乗効果も含めて、バリューが高いと考えた。 

  

4-2  With コロナ、開疎化と公共交通機関の分析 

「開疎化」に必要な変革の方向性は第 3章で示した通りである。その方向性から公共交通機関（名古

屋市はバスと地下鉄）はマクロの視点で見ると図 10 のように左下に属する。密閉であり、人も密接な

状況だ。開疎化の個別要素として、「開」と「疎」に分けて考えていく。 

 

図 10 図 6 と同じ 
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（1）「密」から「疎」に向けて 

① 時間別運賃 

結論から言うと、時間帯別運賃を導入すべきだ。この考えはダイナミックプライシング（需給連動型

価格）という商品やサービスの価格を需要と供給の状況に合わせて変動させるマーケティングの価格戦

略のひとつである。 

 

図 11 固定価格とダイナミックプライシング12 

 

例えば、交通機関の中で航空業界はすでにダイナミックプライシングを導入している。航空券は売り

始めの時期は購入可能な座席数が多く、買い手は少ない。つまり、需要よりも供給過多のため、比較的

安価になっている。一方でフライト直前は、購入可能な座席数が少なく、供給よりも需要過多のため、

高額になるといった仕組みで導入されている。他にもホテル、イベントチケットなどが挙げられる。 

例外もあるが、この方法が適しているのは「この日じゃないといけない」という共通した性質がある。

公共交通の通勤ラッシュの時間はまさに「この日（時間）じゃないといけない」にあたる。鉄道では JR

東日本、西日本もダイナミックプライシングを検討している段階であり、JR東海も「事業者としてピー

クを分散したいのは同じ」と会見している。 

 

図 12 ダイナミックプライシングに適した業界13 

 

現状の運賃は距離に応じて値段が上がる仕組みになっているが、ダイナミックプライシングにあては

めると、乗客の多い時間帯の運賃を高くし、他は安くすればオフピーク通勤を進めようという企業と相

まって、一日の利用者が標準化される。つまり、「密」の状況も解消され、収益の安定的な確保の二点の

メリットが見込まれる。 

行政がダイナミックプライシングを導入するには価格設定が現状の課題として挙げられる。価格設定

が、恣意的でなく、適切に市況反映しているというのが、見える状態でなければ消費者の幅広い理解と

納得を得ることはできない。それには正確でオープンな利用プロセスに透明性のあるデータというファ
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クトが必要になる。 

現状の地下鉄の混雑状況の測定方法は、各改札の自動改札機の通過人員をもとに、各時間帯の車内の

平均的な混雑状況を推測したものであるが、これでは正確なデータとはいえず、数値の公表もされてい

ない。数値で出ているのは年単位の 2年度遅れのデータがオープンデータとして公表されているが、デ

ータの正確さと流動性が不透明で判断できない状況だ。 

一方で国土交通省もデータの重要性から令和 2年 9月に「公共交通機関のリアルタイム混雑情報提供

システムの導入・普及に向けたガイドライン（バス編）」を策定している。ガイドラインの中にも「新型

コロナウイルス感染症拡大により、移動に対する価値観は大きく変わり、密と接触を可能な限り避けて

移動するニーズが高まっている。」、「利用者がより、自主的に、正しく混雑を回避して、公共交通機関を

利用するよう、行動変容を促進することが重要である。」14との記載があり、国と方向性も一致している。 

鉄道のガイドライン作成については今後の検討課題となっている。 

また、料金改定には同じく国土交通省の認可申請が必要になる。データとの価格基準も含めて、国土

交通省、すでに検討段階で市の公共交通機関との関わりが深い JRとも連携をとっていくべきである。 

 

② 磁気乗車券の完全廃止 

感染症対策の非接触、コスト削減、利便性の向上の三点から磁気乗車券を完全に廃止すべきである。

現状では現金、券売機と利用者が共通して接触するポイントが多いといえる。 

コストの面では、名古屋市は券売機、改札機、精算機などの駅務機器全般について保守委託を行って

おり、費用については、契約全体として、令和元年度は 373,775,826 円（支払実績）、令和二年度は

384,450,000 円（契約額）と膨大なコストがかかっている。この中には IC関係のコストも一緒に含まれ

ているが、精密機械である磁気乗車の関係が大半を占めている。契約内容としては、点検の他、機器の

不調についての電話受付対応、監視業務、調査業務があり、磁気乗車券の券自体のコストはまた別に掛

かっている。 

利便性については現金を使用する手間や、IT との相乗効果が皆無である点だ。この改善方法は IC カ

ードと QRコード乗車券にある。 

名古屋市の現状では ICカード「manaca」（エムアイシーと名古屋交通開発機構発行）を導入している

が、非接触、コスト削減、利便性の向上の三点から考えると改善点が多々ある。非接触の観点で考える

とチャージ機能が現金に依存しすぎている。キャッシュレスでチャージする方法は「名鉄ミューズカー

ド」、「wellow」のクレジットカードしか方法がなく、あとは駅、バス、コンビニで現金でチャージする

しかない。これは利便性としても悪いといえる。一方で全国の普及率が広い「Suica」（東日本旅客鉄道

（JR東日本）・東京モノレール・東京臨海高速鉄道）と比べると「モバイル Suica」との「Google Pay」、

「楽天ペイ」、「Apple Pay」など決済アプリの連動性が高く、キャッシュレスでのチャージ手段が段違い

に多い。 

また、磁気乗車券の代替として QRコード乗車券も挙げられる。この QRコード乗車券の事例としては、

広島県の「スカイレールサービス」が 2013年に導入し、2014年「ゆいレール」、2015年「北九州モノレ

ール」と採用されてきている。2020年 8月に阪神電気鉄道、大阪メトロ、近畿日本鉄道が導入を検討す

る実証実験を展開しており、JR 東日本でも 9 月に実証実験の実施を発表している。JR 東海では、2021

年よりスマートフォンに表示した QR コードで新幹線に乗車できるサービスを訪日外国人旅行客向けに

提供する予定にもなっている。 

QR コード乗車券も IC カード同様で改札機は非接触 IC カードの読み取り機構で比較的単純化でコス
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トも安くなる。券売機から現金で購入する場合は非接触の面では変わらないが、磁気乗車券と大きく異

なるのは、磁気乗車券は磁気を通すため、購入場所が限られることに対して、QRコード乗車券であれば

QR コードが表示されるものであれば問わないことだ。例えば事前にプリンターで印刷した QR コード、

メールなどで受け取った QRコードやアプリ上で表示させた QRコードを画面に表示させて通過というこ

とも考えられ、これは非接触にも繋がってくる。以上の点から IC カードを所有していない現金利用者

や海外旅行者を対象に磁気乗車券の代わりに QRコード乗車券を導入するべきだ。 

他にも顔認証改札が挙げられる。事例として大阪メトロが 2019年 12月から実証実験を始め、2024年

度までに全駅で導入して 2025 年 4 月からの大阪万博に備える計画となっている。顔認証改札はコスト

と非接触の面では良いが顔認証精度と処理速度が課題となっている。現状では IC カードと QRコード乗

車券で補完は可能であると推定されるため、顔認証改札、ICカードの改善が難しい場合に検討する案配

になる。 

 

（2）「密閉」から「開」に向けて 

では「開」についてはどうか。現状の対策は窓を開けて走らせるくらいの対応しかできていない。目

指すべき姿は空気の淀みを可視化し、排除する換気の視点を強化する必要があり、不十分な場合は空気

を洗うことが求められる。 

モニタリングが恐らく第一歩になるが、十分に換気されている状態がどのようなものかは、厚生労働

省や各自治体の資料を見ても必要な換気量が数値で示されていなかった。そこで外気と比べて数値化を

する。東京を例に取ると外気は概ね 450ppm 程度であり、人が多くいるオフィスビルは 1000ppm 以上が

多い。600ppm以下の維持が一つの目安になるであろう。あとはピーク時の乗車空間の CO2濃度を測るこ

とで、どの程度外気並みの状況かは容易に分かる。15 

こういった数値による「見える化」は消費者の安心につながり、コロナ禍で減ってしまった利用者が

戻る要因にもなる。なぜなら、働いている人の意識調査によると約 6割の人が公共交通機関の利用に不

安を抱いており、CXの要素からも必要なことだ。 

 

＊新型コロナウイルス流行前はオフィスで働いていた全国の男女 501名 

図 13 緊急事態宣言解除後の「働く日本人」への意識調査の結果16 

 

また、鉄道、バスは窓の数が決まっているため、換気量は限られる。数値が不十分であれば、水や高

性能のフィルターを通すか、プラズマなどで消毒などをして「空気を洗う」ことが求められる。飛行機

などで実装されている技術の転用を考える必要がある。このように開疎化の実現にはおそらく「開」の

実現こそが課題になる可能性が高い。状況のモニタリング、低廉で効果的な空気の入れ替え、空気の質

の担保などを総合的に検討する必要がある。15 
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4-3  With コロナ、開疎化と道路の分析 

（1）これからの道路の重要性 

① 道路の回帰と人々の幸福 

そもそも、道路の役割とは何だろうか。ライフラインの収容、防災や環境保全、市街地の形成、景

観の形成、コミュニティの形成等のための空間を提供するものである。特に道路は古来より、人々の

交流やコミュニケーションを育む場だった。子供たちが遊んだり、大人が立ち話や井戸端会議を行う

光景がかつては至るところで見られていたが、モータリゼーションにより失われてしまった。2019年

度の国民生活に関する世論調査では、日本人が「家族団らん、休養、趣味・スポーツ、友人・知人と

の付き合い」等に生活の充実感を感じるとの結果を示している。また、ハーバード大学の研究は、約

700 人を 75年間追跡して幸福とは何かを分析し、「良好な人間観兼により、人はより幸せに、より健康

になることができる」と結論付けた。さらに新型コロナウイルス感染症の拡大により、移動や交流が

制限されるなか、私たちは対面でのコミュニケーションの普遍的な価値を再確認した。私たちの「幸

せ」には、他者との「交流」が重要な意味を持つのである。私たちの「幸せ」の実現について改めて

考えたとき、道路を人々が滞在し交流できる空間に「回帰」させることも、現代において求められる

のではないか。1 

 

② 名古屋の道路について 

名古屋市は道路区域の面積（道路敷面積）の行政面積に対する割合である「道路率」は 18.34%で、

政令指定都市 20市の中で最も高く、首都として整備が進んだ東京都の 16.41%をも上回る。17道路の中

には日本に三本しかない「100ｍ道路」が名古屋には若宮大通、久屋大通の二本がある。このことから

も名古屋市は道路という資源が豊かで、ポテンシャルの高い都市といえる。 

 

③ 小括 

本来の道路の役割には「コミュニケーションの場」という、人々の幸福につながる機能があった

が、モータリゼーションで失われてしまった。新型コロナウイルス感染症の拡大でコミュニケーショ

ンの重要性を再認識し、CXの要素でも開疎な空間が求められる。そして、名古屋の広い道路空間と DX

を活用すれば、失ってしまった機能を取り戻すことが可能であり、道路を再構築することが重要であ

るといえる。 

 

（2）道路空間の目指すべき姿 

事例として、国土交通省が示すビジョンがある。 

 
図 14 2040 年、道路の景色が変わる ～人々の幸せにつながる道路～1 
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 内容としてはポストコロナ、DXなど方向性も一致しており、同意する内容となっている。この 2040

年の目指すべき姿が見えている中で、名古屋市がギャップを埋めるためにやるべき課題を考察する

と、テクノロジーなどの技術面は国と民間で進んでいくことが予想できるため、道路の再分配と、土

木職員不足の二点が大きい課題として挙げられる。 

 

（3）道路の再分配について 

 将来的に自動運転が導入されると車間距離や流動性から交通容量は増加する研究結果が多い。その

容量は 2倍になるという研究結果もある。自動運転の実現には正確で流動的な交通量データが必要に

なる。名古屋市の現状では、愛知県警と連携して、交通量データが共有されている。次の表がそのデ

ータである。 

 

表 3 名古屋市内の 1日平均交通量 
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こういったデータから仮説を立てて、CXの視点でユーザーのことを考えて、データを磨いていく必

要がある。表のデータから注目すべきは日本で緊急事態が令和 2年 3月 13日に発令されているため、

令和 2年 3月以降から指数が減少して、現在も昨年と比べて減少しているところである。表でいうと

5、7、8が該当する。5、7、8のそれぞれの特徴として、道路の性質から名古屋駅、栄といった都市に

つながる道ということがわかる。このことから読み取れることは新型コロナウイルス感染症の影響に

より、都市という商工業が盛んで密集した場所にリスクを感じる人が増加したこと、Eコマースによっ

て商業地に行かなくてもほしい商品が手に入ることが、都市へ向かう人が減った要因になっていると

仮説を立てることができる。 

これに対応する施策として、ユーザーのリスク意識の面では安心安全な商業地の賑わいを確保する

必要がある。例えば、交通量の減少から道路の再分配が可能となり、オープンカフェやパークレット

の設置、駐車スペース、シェアリングステーション、荷捌きスペースなど場所によってもユーザーの

ニーズに合った活用ができる。その中でオープンカフェやパークレットは開疎な空間であり、感染症

にも対応できるため、まさに安心安全な空間も提供できる。こういったスペースの安全性を示すこと

が重要になる。さらに、ユーザーの視点で寄り添っていければ、データは曜日別、時間別、計測場

所、計測方法などを改めて、データを磨いていくことが必要だ。このようにデータを回していくこと

が CXを元にした DXの使い方になる。 

 

（4）土木労働者の不足について 

 全国の行政の土木職員は年々減少している。民間でも土木関係の人材は不足している。今後のイン

フラ需要は上がっていくにも関わらず、人材が足りなくなるという開疎化とは別に根本的な問題があ

る。 

 

 

 

図 15 土木関係の労働者不足 

 

このままの状況が進むと、あと 10年ほどで 340万人いる土木系の労働者が、120万人も減ってしま

うとされている。この解決を図らなければ、日本の道路や港湾に橋梁を造ったり、メンテナンスを施

すことができなくなってしまう。その最大の理由が熟練労働者の引退だ。 

 土木系に限った話ではないが、少子高齢化も含めて対策のひとつとして、定年というものを見直す

必要がある。これは単純に定年を伸ばそうとう考えではない。定年後、続けて働く気持ちもあり、体

（出典）大阪府都「戦略的な維持管理の推進について」 （出典）国土交通省「建設業及び工事従事者の現状」 
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力的にもできる人が定年で区切られて、賃金が安くなる再雇用という形が、労働の機会損失をしてい

る。途中でリタイアできる制度も残しつつ、選択できる環境に変える必要がある。18 民間には幅広く

適用するべきだ。一方で行政の職員に対しては代替が効かない土木職員などに限定する。地方では地

域を越えてパートナーシップを結んでいくのも必要になってくる。 

また、「道」には集落と集落、あるいは街と街を「つなぐ道」、空間の中で家や建物に「つながる

道」という二種類が挙げられる。これらは根本的に役割の違うもので、つながる道はわだちが沈まな

い程度の「柔らかい道」が望ましい。硬い道は谷の豊かさを生み出す動植物にとっては迷惑な上、メ

ンテコストが極めて高いためである。今は「疎」空間も硬い道だらけなので一度ほぐす必要がある。

まさに「ほぐす土木」の開発が必要だ。このままいくと道をメンテナンスしきれずに非常に巨大な空

間を捨てることになる。今後はもっとロースペックでメンテナブルな道をつくるべきだ。「つながる

道」は、メンテキットのようなものを配って住民が手入れできるようにするなど、これまでとは根本

的に思想を変える必要がある。19 

 

5  まとめと今後の課題 

5-1 まとめ 

本研究では歴史的にパンデミックは繰り返し発生しており、「開疎化」が目指すべき要素のひとつだ

ということを示した。そして、開疎化の実現に向けて、どのカテゴリーにも総じて言えることはデータ

というファクトが必要であり、CX を重視した DX が必要不可欠だ。元に戻って変化していては時間も費

用も二重に掛かってしまう。 

 

5-2 名古屋市に残された課題 

公共交通機関、道路について取り上げたが、課題の要素としてはほんの一部にすぎない。例えば、開

疎化と CX を重視するのであれば、役所の手続きはすべてオンライン上で可能にして、10 分以内に完結

するようにすべきだ。他にも OECD 加盟国の中で最下位のデジタル教育や、SDGs まで含めると、ジェン

ダーギャップや貧困の問題など、行政に残されている課題は山積みだ。 

 

（1）データ不足 

公共交通機関、道路を題材にしてみて、総じてわかったことは検証のためのデータから不足してしま

っている。繰り返しになるが重要なのは CXを元にした DXでなければならない。道路でいうと道路の再

分配で示したデータは、再分配のための数値を比べるだけの「検証のデータ」でしかない。その先にユ

ーザーがいてデータを磨いていくことが重要だ。 

公共交通機関では、どの曜日、時間でどのような人が利用しているのか、人の動きがわからないとは

じまらない。検証のデータ自体も身内にすらオープンにできないという怪しい状態だ。データが資源と

までいわれる現代において、この状況では非常にまずいことになる。データが不足していることはデー

タが使われていないことの裏返しにもなる。理由としては次項の「目指すべき姿」が設定できていない

からだ。 

  

（2）目指すべき姿と現状から逆算する 

ここまで本研究は開疎化、DXの重要性と「目指すべき姿」から逆算して考える「方向性」を示してき

た。そして、課題解決をするうえで、重要なのは開疎化、DX、CX、SDGｓといったいろんな要素がある中
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で、「目指すべき姿」から問い直すことである。これは日々の業務をどれだけ効率よく、熱量をもってこ

なしていたとしても辿り着けない領域であり、「目指すべき姿」がわからなければ、ゴールがわからない

まま、闇雲に走っている状態と同じだ。例えば前項でデータ不足を取り上げたが、「目指すべき姿」がわ

からないと無作為に大量のデータを取るだけの結果に陥ることになる。 

具体的に「目指すべき姿」から問い直すことを本市で実現するには、国のデジタル庁と縦割り 110番

のような機能を持った組織で従来のボトムアップやトップダウン式の組織形態ではなく、意思決定者を

限りなく少なくした組織を新設する必要がある。 

なぜなら、市の職員はデジタルリテラシーの高い人は存在するが、DXやその先にある変革に対応する

ことなど「問いを立てられる人」を考えると人材は圧倒的に不足しており、研修等によって短期間で飛

躍的に理解度が高められるものでもない。各部署のデジタル面での足りない人手を補い、インフラ整備

のお手伝いをするたけであれば、存在意義はない。サポートをバラバラに行うのではなく、あるべき姿

を描き共に実現していくリーダーシップが必要となる。 

また、各部署の連携の際に、通常業務が多忙でリソースが割けないなど、縦割りが起こりやすいこと

が予測できる。そのため、初期段階では DX 部署には強い権限か、縦割り 110 番のような機能で流動的

に回せる状況にしなければならない。意思決定者が多すぎると説明などの労力にリソースが割かれてし

まい、物事が流動的にならないからだ。また、東京都は副知事に民間経験のあるデジタルに強い人を選

出している。このように中立的な目線で外部の力を入れていくことも必要だ。 

一方で RPAの活用、業務の見直しなどで隙間の時間を増やして、研修等により職員の「問いを立てら

れる人」を育成していくことがリアルの現場では必要になってくる。そういった人間にしかできない役

割にリソースを振っていかなければ、将来的に AI と人間との違いはコストと時間の問題となり、残さ

れた職員は空虚な時間を過ごすことになる。いずれは小さな行政と呼ばれる日も遠くないかもしれない。 

今が失われた 20年間を取り戻す時であり、日本の歴史的に見ても変革の時だ。「この国はスクラップ

アンドビルドでのし上がってきた。今度も立ち上がれる。」20 
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